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(54) Title: REFRIGERATOR

(54) 発明の名称 ：冷蔵庫

(57) Abstract: Disclosed i s a remgerator comprising a
[図16] cooling compartment (35) in an upper section, a freez

ing compartment (37) in a lower section, and a fan (46)
which i s arranged in an upper section o f a cooler (44)
and forcibly blows generated cold air t o each compart
ment. The refrigerator i s provided with a cooling com
partment duct apparatus (80) comprising a cooling com
partment ventilation duct (48a) for blowing cold air t o
the cooling compartment ( 3 , and a cooling compart
ment return duct (51a) for returning cold air t o the cool
er. A cooling compartment duct member (81) i n the
cooling compartment duct apparatus (80) i s sealed in
the downward direction and the rearward direction b y
means o f a seal reinforcement structure.

(57) 要約：上部に冷蔵室 （3 5 ) と下部に冷凍
室 （3 7 ) 、冷却器 （4 4 ) の上部に配置さ
れ生成された冷気を各室〜強制的に送風する
ファン （4 6 ) とを有 し、冷蔵室 （3 5 ) へ
冷気を送風する冷蔵室送風ダク ト （4 8 a )
と、冷気を冷却器に帰還させる冷蔵室帰還ダ
ク ト （5 1 a ) とを有する冷蔵室ダク ト装置
( 8 0 ) とを備え、冷蔵室ダク ト装置 （8
0 ) は冷蔵室ダク ト部材 （8 1 ) を下方向お
よび後方向でシール補強構造によってシール
する。



明 細 書

発明の名称 ：冷蔵庫

技術分野

[0001 ] 本発 明は冷却器 で生成 した冷気 を強制循環 させて温度帯の異 なる複数の貯

蔵室 を冷却す る冷蔵庫 に関す るものである。

背景技術

[0002] 図 1 8 は、従来の冷蔵庫の縦断面図である。

[0003] 図 1 8 に示す よ うに、キ ャ ビネ ッ ト1 は、内箱 2 と外箱 3 との間に断熱材

4 が充填 された断熱箱体 5 によって構成 された冷蔵庫 である。冷蔵庫 は上か

ら冷蔵室 6 、保温室 7 、冷凍室 8 を有 している。冷蔵庫の前面は、冷蔵室開

閉扉 9 、保温室開閉扉 1 0 、冷凍室開閉扉 1 1 が配置 され ている。

[0004] 冷蔵室 6 と保温室 7 とは断熱性能 を有す る仕切 り板 1 2 によつて仕切 られ

ている。保温室 7 と冷凍室 8 とは断熱性能 を有す る仕切 り板 1 3 によって仕

切 られ ている。仕切 り板 1 3 の奥 には、冷凍室 8 と繋が るダク ト1 4 が設置

され ている。

[0005] 冷蔵室 6 内には食品を収納す るための冷蔵室棚及び、冷蔵室ケースが配置

され ている。また、冷蔵室 6 の内箱 2 の背面には、壁面に接 してチュー ブォ

ンシー ト1 5 (蒸発器）が配置 され ている。冷蔵室 6 内は、チュー ブオ ンシ

— ト1 5 によって直接冷却 され る構成 とな っている。また、冷凍室 8 の背面

には冷却器 1 6 が配置 され 、冷却器 1 6 の上方 にはファン 1 7 が配置 され て

いる。

[0006] また保温室 7 内には、食品を収納す るための保温室ケースが収容 され てい

る。保温室 7 の背方 にはダンパー 1 9 を内部 に有 した ダク ト1 8 が配置 され

ている。

[0007] 以上の よ うに構成 された冷蔵庫 について、以下その動作 を説明す る。

[0008] 冷蔵室 6 の冷却 は、主 と してチュー ブオ ンシー ト1 5 によ り行われ る。チ

ユ ー ブオ ンシー ト1 5 は、冷蔵室 6 の内箱 5 の背面に接 してお り、冷蔵室 6



に対応 す る内箱 5 の 面 が冷 却 壁 面 と して機 能 す る。 以上 の構 成 に よ り自然 冷

却 に よ り冷蔵 室 6 内の冷 却 を行 って い る。

[0009] — 方 、冷凍 室 8 は、 フ ァ ン 1 7 に よ って冷 却 室 内 に あ る冷 却器 1 6 の冷 気

を強 制 循 環 させ る ことに よ り冷 却 す る。冷凍 室 8 内 を循 環 した冷 気 は冷 却器

6 へ 戻 る。

[001 0] さ らに、保温 室 7 の冷 却 は、 フ ァ ン 1 7 に よ って 、一部 冷 気 は ダク ト1 4

へ 流 入 し、保温 室 7 の背 面 に あ る ダク ト1 8 へ 循 環 す る。 ダク ト1 8 に流 入

した冷 気 は、 ダ ンパ ー 1 9 を通過 し、保温 室 ケー ス に吐 出 され 、保温 室 ケー

ス 内の空 気 と熱 交換 した後 、背 面 に あ る冷 却器 1 6 へ の戻 りダク 卜に吸 い込

まれ 、冷 却器 1 6 へ 戻 され る。

[001 以上 の よ うに、冷蔵 室 6 と保温 室 7 とは仕 切 り板 1 2 に よ って上 下 に 区画

され て い る。 つ ま り、冷蔵 室 6 と保温 室 7 との 間 に は冷 気 が流 通 す る通 路 が

形成 され て いな い。冷蔵 室 6 はチ ュー ブオ ンシー ト1 5 の冷 却 に よ って適温

に冷 却 され て い る。保温 室 7 は冷 却器 1 6 の蒸発 潜 熱 を フ ァ ン 1 7 にて保温

室 7 内へ 循 環 させ る ことに よ り冷 却 され て い る。 さ らに、保温 室 7 内の温 度

を検 知 し、循 環 す る冷 気量 を ダ ンバ 一 にて コ ン トロー ル す る ことに よ り保温

室 7 の温 度 を一 定 に保 つ制御 が な され て い る。 これ に よ り保温 室 7 内の食 品

の温 度 を一 定 に保 つ ことが可 能 とな り、食 品の保鮮 性 を向上 す る ことが で き

る （例 えば、特 許 文献 1 参 照 ） 。

先行技 術 文献

特許 文献

[001 2] 特 許 文献 1 ：特 開 2 0 0 5 - 1 9 5 2 9 3 号 公報

発 明の概 要

発 明が解決 しょ うとす る課 題

[001 3] しか しなが ら、上 記従 来 の構 成 で は、冷蔵 室 6 内 に風 路 が構 成 され ず 、 チ

ユ ー ブオ ンシー ト1 5 に近 い場 所 と遠 い場 所 で は、庫 内温 度 差 が大 き くな り

やす い。



[001 4] また保温 室 7 内 を均一 に冷却す るため 、 ダク ト1 8 の 内部 は、 多岐 に分流

す るよ うに複 数 の通路 に分 かれ 、保温 室 7 の天 面 に設 けた複 数 の 吐出 口 2 0

に連通 して冷 気 を吐出す る構 造 とな って いる。従 って、 ダク ト1 8 の構 造 が

複 雑 にな りダク ト1 8 内での風 路抵抗 が増 して、冷却器 1 6 か らファン 1 7

に よ って導 かれ て も所定量 の冷 気 を保温 室 7 へ 吐出で きず 、適温 を確 保 で き

な い虞 が あ った 。

[001 5] また ダク ト1 8 の風 路抵抗 を低減 す るため風 路 面積 を大 き くす る必要 が あ

り、 このため保温 室 7 の奥行 き寸法 が小 さ くな って保温 室 7 の 内容積 が低減

す る虞 が あ った 。

[001 6 ] 本発 明 は、上記従 来の課題 を解 決す る もの で、冷蔵 室 を冷却す る冷 気風 路

も備 えた ダク トを背 面 に構 成 しつつ冷却風 路 を簡素化 し、適 正 な風 量 を確 保

す る とともに、貯蔵 室 の奥行 き寸法 を維 持 して 内容積 を確 保 した ダク ト装置

を有す る冷蔵庫 を提 供す る ことを 目的 とす る。

課題を解決するための手段

[001 7 ] 上記従 来の課題 を解 決す るため に、本発 明の冷蔵庫 は、冷蔵 室 と冷凍 室 と

を上 下 に区画す る仕 切体 と、前 記冷凍 室 の後方 に配置 され る冷却室 とを有 し

、前 記冷却室 には冷 気 を生成す る冷却器 と、前 記冷却器 の上部 に配置 され 生

成 され た冷 気 を前 記冷蔵 室 と前 記冷凍 室へ強制 的 に送風 す る ファン とが収 納

され 、前 記 ファンに よ って送風 され る冷 気 を前 記冷蔵 室へ 案 内す る冷蔵 室送

風 ダク 卜と、前 記冷蔵 室 内に吐出 され た冷 気 を前 記冷却室 に帰還 させ る冷蔵

室帰還 ダク 卜とを有す るダク ト装置 と備 えた冷蔵庫 で あ って、前 記 ダク ト内

の冷 気が外部 に漏れ な いよ うに前 記 ダク ト装置 と他 の部材 とを接続 して シ一

ルす るシール接続 部 に シール を補 強す るシール補 強構 造 を備 えた ことを特徴

とす る。

[001 8 ] これ に よ り、前 記 ダク ト装置 は区画壁 や 内箱 との シール接続 部 の強化 が 図

られ 、 ダク ト装置 内に形成 され るダク 卜の シール接続 部 か らダク ト内 を通 る

冷 気が外部へ漏れ る虞 を低減 で き、 ダク ト装置 周 辺の信頼 性 向上 、各貯蔵 室

へ の適 正風 量 を確 保す る ことが で きる。



発明の効果

[001 9] 本発明の冷蔵庫は、ダク ト装置の本体側 とのシール接続部を改善 した こと

で、ダク ト内の冷気が外部へ漏れ るのを低減 し、冷却効率を向上 させ、ダク

ト装置の信頼性を確保 した冷蔵庫 を提供できる。

図面の簡単な説明

[0020] [図 1] 図 1 は、本発明の実施の形態 1 における冷蔵庫の縦断面図である。

[図2] 図 2 は、本発明の実施の形態 1 における本体の正面図である。

[図3] 図 3 は、本発明の実施の形態 1 における風路の概略図である。

[図4] 図 4 は、本発明の実施の形態 1 におけるダク ト装置の第 1 分解図である

[図5] 図 5 は、本発明の実施の形態 1 におけるダク ト装置の第 2 分解図である

[図6] 図 6 は、本発明の実施の形態 1 におけるダク ト装置の斜視図である。

[図7] 図 7 は、本発明の実施の形態 1 におけるダク ト装置の第 3 分解図である

[図8] 図 8 は、本発明の実施の形態 1 におけるダク ト装置の概略図である。

[図9] 図 9 は、本発明の実施の形態 1 における要部分解図である。

[図10] 図 1 0 は、本発明の実施の形態 1 における要部斜視図である。

[図11] 図 1 1 は、本発明の実施の形態 1 における要部概略図である。

[図12] 図 1 2 は、本発明の実施の形態 1 における冷蔵室ダク ト装置の斜視図

である。

[図13] 図 1 3 は、本発明の実施の形態 1 における冷蔵室ダク ト装置の分解図

である。

[図14] 図 1 4 は、本発明の実施の形態 1 における冷蔵室内の第 1 斜視図であ

る。

[図15] 図 1 5 は、本発明の実施の形態 1 における冷蔵室ダク ト装置取付 け時

の断面図である。

[図16] 図 1 6 は、本発明の実施の形態 1 における冷蔵室内の第 2 斜視図であ



る。

[図17] 図 1 7 は、本発明の実施の形態 1 における仕切体シール接続部の概略

図である。

[図18] 図 1 8 は、従来の冷蔵庫の断面図である。

発明を実施するための形態

[0021 ] 第 1 の発明は、上部に冷蔵室と下部に冷凍室、前記冷凍室の後方に冷気を

生成する冷却器と、前記冷却器の上部に配置され生成された冷気を各室へ強

制的に送風するフアンとを有する冷却室があり、前記ファンによって前記冷

蔵室へ冷気を送風する冷蔵室送風ダク 卜と、前記冷蔵室内に吐出された冷気

を前記冷却器に帰還させる冷蔵室帰還ダク 卜とを有するダク ト装置とを備え

た冷蔵庫において、前記ダク ト装置とダク ト装置と周辺部材によって構成さ

れたダク ト部や、ダク ト装置と仕切体とのシール接続部に、シール補強構造

を備えたことにより、ダク ト装置内に形成されるダク 卜のシール接続部から

ダク ト内を通る冷気が外部へ漏れる虞を低減でき、さらにダク ト装置内部に

機能部品を埋設 した場合にもシール接続部から外部への冷気漏れを低減する

ことができ、ダク ト装置周辺の信頼性向上、各貯蔵室への適正風量を確保す

ることができる。

[0022] 第 2 の発明は、第 1 の発明の冷蔵庫において、ダク ト装置背面にダク ト装

置上下位置安定化構造を備えたことにより、ダク ト装置の取付け設置時の上

下位置をバラツキを抑制 し安定させることができため、シール接合部のシ一

ル性向上とな り、外部への冷気漏れを抑制することができる。

[0023] 第 3 の発明は、第 1 の発明の冷蔵庫において、複数部材によって構成され

るシール接続部の部材間の嵌合部を、ジグザグで構成 したことにより、部品

バラツキにより発生する部材間接合部の隙間に冷気流れダク 卜の外側に冷気

が漏れるのを防止することで、シール接合部のシール性を高めることができ

外部への冷気漏れをさらに低減することができる。

[0024] 第 4 に記載の発明は、請求項 1 の発明において、シール部の連結を必要と

するシール部構造で、 2 つのシール部を平行にラップさせ沿面距離を大きく



とる構造にすることで、異なるシール接合構造の切替え結合部の隙発生を抑

制することでシール結合部のシール性確保とな り、外部への冷気漏れを抑制

することができる。

[0025] 第 5 に記載の発明は、請求項 1 の発明において、ダク ト装置 と内箱のシ一

ル接続部において、内箱のシール接続部に段差を設け周辺部より強調 したこ

とにより、断熱発泡材の発泡時の冶具押さえの精度が向上 しシール面の平面

度確保ができ、シール性を高めることで外部への冷気漏れをさらに低減する

ことができる。

[0026] 以下、本発明の実施の形態について、図面を参照 しなが ら説明する。従来

例または先に説明する実施の形態と同一構成については同一符号を付す場合

があり、その詳細な説明は省略する場合がある。なお、この実施の形態によ

つてこの発明が限定されるものではない。

[0027] (実施の形態 1 )

図 1 は、本発明の実施の形態 1 における冷蔵庫の縦断面図、図 2 は、本発

明の実施の形態 1 における本体の正面図、図 3 は、本発明の実施の形態 1 に

おける風路の概略図、図 4 は本発明の実施の形態 1 におけるダク ト装置の第

1 分解図、図 5 は本発明の実施の形態 1 におけるダク ト装置の第 2 分解図、

図 6 は本発明の実施の形態 1 におけるダク ト装置の斜視図、図 7 は本発明の

実施の形態 1 におけるダク ト装置の第 3 分解図、図 8 は本発明の実施の形態

におけるダク ト装置の概略図、図 9 は本発明の実施の形態 1 における要部

分解図、図 1 0 は本発明の実施の形態 1 における要部斜視図、図 1 1 は本発

明の実施の形態 1 における要部概略図、図 1 2 は本発明の実施の形態 1 にお

ける冷蔵室ダク ト装置の斜視図、図 1 3 は本発明の実施の形態 1 における冷

蔵室ダク ト装置の分解図、図 1 4 本発明の実施の形態 1 における冷蔵室内の

第 1 斜視図、図 1 5 は本発明の実施の形態 1 における冷蔵室ダク ト装置取付

け時の断面図、図 1 6 は本発明の実施の形態 1 における冷蔵室内の第 2 斜視

図、図 1 7 は本発明の実施の形態 1 における仕切体シール接続部の概略図で



[0028] 図 1 において、冷蔵庫 3 0 の断熱箱体 3 は主に鋼板 を用 いた外箱 3 2 と

A B S な どの樹脂 で成型 された内箱 3 3 とを備 え、その内部 には例 えば硬質

発泡 ウ レタンな どの発泡断熱材 3 4 が充填 され ている。断熱箱体 3 によ り

、冷蔵庫 3 0 は、周囲 と断熱 され る。また、断熱箱体 3 は、複数の貯蔵室

に区分 され ている。複数の貯蔵室の うち、最上部 に配置 され るものは冷蔵室

3 5 と して機能 し、冷蔵室 3 5 の下部 に配置 され る貯蔵室 は、切替室 3 6 と

して機能 し、最下部 に配置 され る貯蔵室 は、冷凍室 3 7 と して機能 している

[0029] 冷蔵室 3 5 の前面開 口部 には冷蔵室 ドア 3 8 、切替室 3 6 の前面開 口部 に

は切替室 ドア 3 9 、冷凍室 3 7 の前面開 口部 には冷凍室 ドア 4 0 が、それ ぞ

れの前面開 口部 を開閉 自在 に枢支 され ている。

[0030] 冷蔵室 3 5 は冷蔵保存のために凍 らない温度 を下限に通常 1 °C〜 5 °Cの温

度帯に設定 され ている。切替室 3 6 は冷凍温度帯か ら冷蔵温度帯の温度切替

設定が可能で、 _ 1 8 〜 4 °Cまで 1 °C間隔で設定す る ことができる。冷凍室

3 7 は冷凍温度帯に設定 され てお り、冷凍保存のために通常 — 2 2 °C〜 一 1

5 °Cの温度帯で設定 され ている。なお、冷凍保存状態の向上のために、例 え

ば一 3 0 °Cや 一 2 5 °Cの低温の温度帯に設定 され る こともある。

[0031 ] また仕切体 である第 1 区画壁 4 によって切替室 3 6 と冷凍室 3 7 とは上

下に区画 され 、仕切体 である第 2 区画壁 4 2 によって冷蔵室 3 5 と切替室 3

6 とは上下に区画 され ている。

[0032] また冷凍室 3 7 の背面には冷気 を生成す る冷却室 4 3 が設 け られ ている。

冷却室 4 3 の 内部 には冷却器 4 4 が配設 され ている。冷却室 4 3 はカバー 4

5 によって冷凍室 3 7 と断熱 区画 され ている。冷却器 4 4 の上方 には、冷却

器 4 4 によって生成 された冷気 を強制的に送風す るファン 4 6 が配置 され て

いる。冷却器 4 4 の下方 には、冷却器 4 4 に付着 した霜や氷 を除霜す る除霜

ヒー タ 4 7 が設 け られ ている。除霜 ヒー タ 4 7 は、具体 的にはガラス管 ヒ一

タな どであ りる。特 に冷媒が炭化水素系冷媒 ガスである場合、防爆対応の除

霜 ヒー タ 4 7 と してガラス管が 2 重に形成 された 2 重ガラス管 ヒー タが採用



される。またカバ一 4 5 は、樹脂製の化粧板 4 5 a と、スチロール材などの

断熱材でファン4 6 の保持部や冷気通路を形成したインスカバ一 4 5 b とで

形成されている。

[0033] また切替室 3 6 の背面には、冷蔵室 3 5 、および、切替室 3 6 へ冷気を送

風する送風ダク ト4 8 を有するダク ト装置 4 9 が備えられている。送風ダク

ト4 8 は冷蔵室 3 5 へ冷気を送風する冷蔵室送風ダク ト4 8 a と切替室 3 6

へ冷気を送風する切替室送風ダク ト4 8 b とを備えている。冷蔵室送風ダク

ト4 8 a と切替室送風ダク ト4 8 b とはそれぞれダク ト装置 4 9 内に左右に

横並びで上下方向に延びて配置されている。ダク ト装置 4 9 内には冷蔵室 3

5 と切替室 3 6 への冷気量を調節するダンパー装置 5 0 が埋設されている。

ダンバ一装置 5 0 は、冷蔵室送風ダク ト4 8 a と切替室送風ダク ト4 8 b の

それぞれのダク ト内に配置されて、冷蔵室送風ダク ト4 8 a 、および、切替

室送風ダク ト4 8 b を通過する冷気量を別々にコン トロールしている。

[0034] また冷蔵室送風ダク ト4 8 a を通って冷蔵室 3 5 の吐出口3 5 a から吐出

した冷気は冷蔵室 3 5 の下部背面に設けられた戻り口3 5 b から冷蔵室帰還

ダク ト5 1 a を通って冷却器 4 4 へ帰還する。切替室送風ダク ト4 8 b を通

つて切替室 3 6 へ吐出された冷気は切替室 3 6 の背面で、ダク ト装置の下部

に設けた切替室戻り口3 6 c から切替室帰還ダク ト5 1 b を通って冷却器 4

4 へ!) る。

[0035] 冷蔵室帰還ダク ト5 1 a は送風ダク ト4 8 と横並びに配置されている。ダ

ク ト装置 4 9 は、上下方向に延び横並びに配置される、冷蔵室送風ダク ト4

8 a 、切替室送風ダク ト4 8 b そして冷蔵室帰還ダク ト5 1 a の 3 本のダク

トを備える。切替室帰還ダク ト5 b は冷蔵室帰還ダク ト5 a と隣り合わ

せで前後の位置関係に配置され、切替室帰還ダク ト5 b は冷蔵室帰還ダク

ト5 1 a よりも前方に配置される。

[0036] ダク ト装置 4 9 は、切替室 3 6 の背面高さ及び左右幅寸法程度に大きく形

成されている。冷蔵室送風ダク ト4 8 a と切替室送風ダク ト4 8 b とは、切

替室 3 6 の左右幅方向すなわちダク ト装置 4 9 の幅方向のほぼ中央部に左右



方向に並んで配置されている。冷蔵室帰還ダク ト5 a と切替室帰還ダク ト

5 1 b とは、冷蔵室送風ダク ト4 8 a 、および、切替室送風ダク ト4 8 b を

中心とするダク ト装置 4 9 の片側に集約配置されている。

[0037] ダク ト装置 4 9 は、発泡スチロールから形成される上部ダク ト部材 4 9 a

と発泡スチロールから形成される下部ダク ト部材 4 9 b との 2 部品を備え、

上部ダク ト部材 4 9 a と下部ダク ト部材 4 9 b の前面を一体でカバ一する樹

脂製のダク ト化粧板 4 9 c とを備えている。上部ダク ト部材 4 9 a の下面部

と下部ダク ト部材 4 9 b の上面部とが上下方向で接続されている。上部ダク

ト部材 4 9 a の下面部と下部ダク ト部材 4 9 b の上面部との接続面はシール

が施されている。接続された上部ダク ト部材 4 9 a と下部ダク ト部材 4 9 b

との前面は、ダク ト化粧板 4 9 c で全面がカバ一されている。したがって、

ダク ト装置 4 9 内を貫通する冷蔵室送風ダク ト4 8 a および切替室送風ダク

ト4 8 b は上部ダク ト部材 4 9 a と下部ダク ト部材 4 9 b の接続によってダ

ク ト壁面を構成している。

[0038] またダンパー装置 5 0 は下部ダク ト部材 4 9 b 内に埋設されている。具体

的にはダンパー装置 5 0 のダンパー装置枠 5 0 a が上部ダク ト部材 4 9 a と

の接続面となる下部ダク ト部材 4 9 b の接続面部 4 9 d よりも下方に位置す

るように埋設されている。

[0039] また冷蔵室送風ダク ト4 8 a および切替室送風ダク ト4 8 b を中心とする

ダク ト装置 4 9 の冷蔵室帰還ダク ト5 1 a 、および、切替室帰還ダク ト5

b に対する他側には配線収納部 5 2 と、凹部 5 6 が設けられている。配線収

納部 5 2 は、ダンバ一装置 5 0 の配線やコネクタを収納する部分である。凹

部 5 6 は、冷蔵室 3 5 に配置される自動製氷装置の給水タンク 5 3 と冷凍室

3 7 に配置する製氷皿 5 4 とを接続する給水配管 5 5 が収納される部分であ

る。

[0040] 具体的に、配線収納部 5 2 は上部ダク ト部材 4 9 a あるいは下部ダク ト部

材 4 9 b とダク ト化粧板 4 9 c との間に形成された段差部 7 4 に形成される

。この配線収納部 5 2 は上部ダク ト部材 4 9 a と下部ダク ト部材 4 9 b との



シール接続面部 4 9 d に跨って形成されている。配線収納部 5 2 は、給水配

管 5 5 を収納する凹部 5 6 を残 して、前方に上部ダク ト部材 4 9 a と下部ダ

ク ト部材 4 9 b の中に形成されている。上部ダク ト部材 4 9 a と下部ダク ト

部材 4 9 b の外周部はシール接続部 4 9 d に向かって、接続部の断面が大き

くなるように傾斜構造となっている。

[0041 ] 具体的には、上部ダク ト部材 4 9 a の側面部は上面部から下面部に向かつ

て対向する面の間隔が徐々に広がる勾配形状 （テーパー）が形成されている

。また下部ダク ト部材 4 9 b の側面部は下面部から上面部に向かって対向す

る面の間隔が徐々に広がる勾配形状 （テーパー）が形成されている。このた

めシール接続部 4 9 d のシール面積を大きくとることができ、シール接続部

4 9 d のシール性をより高めることができる。従って、外部への冷気漏れを

さらに低減することができる。

[0042] またシール接続部 4 9 d とダク ト化粧板 4 9 c との間で段差部 7 4 が確保

しゃす く、スチロール材で形成された上部ダク ト部材 4 9 a と下部ダク ト部

材 4 9 b に跨って外側から内部に向かって形成 した凹部を配線収納部 5 2 と

することができる。これによつてダク ト装置の無効空間を配線収納部 5 2 と

して有効に活用することができ、電気配線の水侵入も防止できて、切替室 3

6 の有効内容積も向上することができる。

[0043] また切替室 3 6 には上面が開口する上部引出 しケース 6 9 と上面が開口す

る下部引出 しケース 7 0 とが前後方向に移動可能に備えられている。そ して

切替室 3 6 に冷気を吐出する上部吐出口 3 6 a は、上部引出 しケース 6 9 の

上面開口部 6 9 a よりも上部に配置されている。ダク ト装置 4 9 に開口し切

替室 3 6 に冷気を吐出する下部吐出口 3 6 b は、下部引出 しケース 7 0 の上

面開口部 7 0 a よりも上部で、上部引出 しケース 6 9 の底面部 6 9 b との間

に配置されている。

[0044] または、上部引出 しケース 6 9 は、背面壁 6 9 c を下部引出 しケース 7 0

の前方向に傾斜させるものとし、下部吐出口 3 6 b は、背面壁 6 9 c に対向

する位置に配置されてもよい。これによつて背面壁 6 9 c が下部吐出口 3 6



b から吐出される冷気の案内板となって、下部引出しケース 7 0 内に冷気を

導くことができる。

[0045] また、上部ダク ト部材 4 9 a との接続面となる下部ダク ト部材 4 9 b の接

続面部 4 9 d は、下部引出しケース 7 0 の上面開口部 7 0 a よりも下方で、

底面部 7 0 b よりも上方の位置に配置されるようにダク ト装置 4 9 は構成さ

れており、接続面部 4 9 d は、下部引出しケース 7 0 の背面壁 7 0 c に対応

する位置に配置されている。

[0046] またダク ト装置 4 9 の切替室帰還ダク ト5 b に隣接する冷蔵室帰還ダク

ト5 a 内のダク ト面には、アルミ箔ヒータ 5 7 が貼付されている。切替室

3 6 が冷蔵温度帯よりも温度が低い冷凍温度帯などに設定された場合、また

は低外気温度の時にアルミ箔ヒータ 5 7 は、通電制御される。これは、冷蔵

室帰還ダク ト5 a を通る冷気は冷蔵室 3 5 を循環した後の冷気であるため

湿気を含んでいる。また、冷蔵室帰還ダク ト5 a を通る冷気は、切替室帰

還ダク ト5 b に導かれた冷気よりも温度が高い。このため、冷蔵室帰還ダ

ク ト5 1 a 内面が結露し、または凍結する虞がある。以上により、アルミ箔

ヒータ 5 7 に通電して凍結防止を図ることが可能となる。

[0047] またダク ト装置 4 9 の下面部と接続される第 1 区画壁 4 には冷蔵室帰還

ダク ト5 a に連通する冷蔵室帰還連通口5 8 が設けられ、切替室帰還ダク

ト5 1 b に連通する切替室帰還連通口5 9 が設けられている。冷蔵室帰還連

通口5 8 と切替室帰還連通口5 9 とは、前後に配置された状態で開口してお

り、前側に切替室帰還連通口5 9 が配置され、後ろ側に冷蔵室帰還連通口5

8 が配置されている。冷蔵室帰還連通口5 8 と切替室帰還連通口5 9 とは、

冷却室 4 3 に連通している。第 1 区画壁 4 1 は、断熱箱体 3 1 の発泡前に所

定位置に組立てられ、断熱箱体 3 に充填されたウレタンを第 1 区画壁 4

の固定にも使うことで冷蔵庫の断熱性能を高めている。

[0048] 具体的に、第 1 区画壁 4 は発泡スチロールで形成された第 1 区画壁 4

a と、第 1 区画壁 4 a の上面をカバ一する第 1 上面区画カバ一 4 b と、

第 1 区画壁 4 a の下面をカバ一する第 1 下面区画カバ一 4 c とで構成さ



れる。そ して第 1 上面区画カバ一 4 1 b と第 1 下面区画カバ一 4 c との間

にウレタンが充填されることにより、断熱箱体 3 に第 1 区画壁 4 が固定

されている。また第 1 区画壁 4 1 の上面にはアル ミ箔 ヒータ 4 1 d が貼付さ

れ、切替室 3 6 が冷蔵温度帯に設定された場合にアル ミ箔 ヒータ 4 1 d に通

電 して、適温化を図る。

[0049] カバー 4 5 には冷却器 4 4 の側方に併設され、冷却器 4 4 と仕切 り部材 7

5 と冷却室 4 3 の背面壁によって仕切 られた冷気戻 り通路 7 が形成される

。冷気戻 り通路 7 には第 1 区画壁 4 の冷蔵室帰還連通口 5 8 と切替室帰

還連通口 5 9 とを通過 した冷気が導入するものとなっている。

[0050] また冷気戻 り通路 7 は、仕切 り部材 7 5 によって、冷却器 4 4 の側部に

形成されている。冷気戻 り通路 7 の上流側には、第 1 区画壁 4 とシール

されて連通 し、冷蔵室戻 り冷気と切替室戻 り冷気とが合流 しないように分流

する分流ダク ト7 6 が配置されている。具体的には、切替室戻 り冷気を冷蔵

室戻 り冷気と分流するように、切替室帰還連通口 5 9 に接続される分流ダク

ト7 6 が形成されている。また、上流側のみ分流ダク ト7 6 を形成 し、途中

から冷蔵室戻 り冷気と切替室戻 り冷気が合流するように構成されている。

[0051 ] これは、切替室帰還ダク ト5 b を通過 してきた冷気と冷蔵室帰還ダク ト

5 a を通過 してきた冷気とが冷気戻 り通路 7 1 を通って合流すると、第 1

区画壁 4 の冷蔵室帰還連通口 5 8 と切替室帰還連通口 5 9 を介 して冷気が

逆流 し、切替室戻 り冷気よりも温度の高い冷蔵室戻 り冷気が切替室帰還連通

口 5 9 を通って上昇 し切替室戻 り口 3 6 c から切替室 3 6 へ逆流 して切替室

3 6 を効率よく適温に冷却できない、また結露等を発生させる要因となるた

めである。

[0052] したがって冷気戻 り通路 7 の上流部分に冷気を分流 し混ざらないように

している。よって分流ダク ト7 6 は、冷蔵室帰還ダク ト5 a を通過 してき

た冷気が下方へ流れず、切替室帰還連通口 5 9 へ逆流 し、ダク ト装置 4 9 の

切替室戻 り口 3 6 c から切替室 3 6 内へ逆流するのを防止する トラップとし

て機能 し、逆流防止ダク トとして作用 している。



[0053] なお、分流ダク ト7 6 は戻り通路 7 の開口面積を確保するため上流部分

のみに形成したが、戻り通路 7 1 の下流側の開口面積を確保可能であれば下

流部分まで延長して形成してもよい。

[0054] また冷気戻り通路 7 を通る冷気が冷却器 4 4 の下部に帰還する冷気帰還

口7 7 が設けられている。すなわち冷気帰還口7 7 は仕切り部材 7 5 の下端

部 7 5 a に開口した構成となる。そして冷却器 4 4 の下方にほぼ水平に配置

された除霜ヒータ4 7 は、その端部が投影面で、冷却器 4 4 の一端部からは

み出し、冷気帰還口7 7 内を通って冷気戻り通路 7 内に延在 して配置され

ている。

[0055] これによつて冷気戻り通路 7 内の湿気を帯びた冷気が冷却器 4 4 や冷凍

室の冷たい冷気によって冷却され冷気戻り通路 7 内で凍結するのを防止で

さる。

[0056] またカバ一 4 5 にはファン4 6 と、冷蔵室 3 5 と切替室 3 6 に冷気を送る

冷気吐出口7 2 が設けられている。ファン4 6 と冷気戻り通路 7 1 の間に冷

気吐出口7 2 が形成されている。冷気吐出口7 2 と冷気戻り通路 7 1 の間に

仕切り部材 7 5 が形成されている。

[0057] 次に冷蔵室 3 5 について説明する。

[0058] 冷蔵室 3 5 は複数の棚 6 で室内を上下に複数区画されている。冷蔵室 3

5 の背面に構成される冷蔵室送風ダク ト4 8 a は、複数の棚 6 の後方に上

下方向に形成されている。冷蔵室 3 5 の背面には、各棚 6 に対応して開口

する冷蔵室吐出口6 2 が形成されている。なお、冷蔵室送風ダク ト4 8 a は

、冷蔵室 3 5 の空間内で、左右に分岐する分岐路 6 3 を備えてもよい。分岐

路 6 3 を備えることで、冷蔵室 3 5 の空間の幅方向の温度分布を均一化する

ことができる。

[0059] 冷蔵室ダク ト装置 8 0 は、冷蔵室 3 5 の背面に配置され、冷蔵室ダク ト装

置 8 0 と内箱 2 とによって冷蔵室用の風路を形成している。また、冷蔵室ダ

ク ト装置 8 0 は、冷蔵室 3 5 と切替室 3 6 とを上下に区画する第 2 区画壁 4

2 に結合し、切替室 3 6 のダク ト装置 4 9 を介して冷却室 4 3 から冷蔵室吐



出冷気と戻 り冷気を循環させ冷蔵室 3 5 の温度帯にしている。

[0060] 冷蔵室ダク ト装置 8 0 は、発泡スチロールから形成された冷蔵室ダク ト部

材 8 と冷蔵室ダク ト部材 8 の前面をカバーする樹脂製の冷蔵室ダク ト化

粧板 8 6 とで形成され、冷蔵室ダク ト装置 8 0 のシール部にはシールフォー

ム部材 8 2 が取付けられている。

[0061 ] また、冷蔵室ダク ト部材 8 の下面部および背面部が、第 2 区画壁 4 2 の

上面部である区画壁ダク ト部材 8 7 と区画壁板部材 8 8 と内箱 2 のフォーム

部材シール面 8 4 とにシールフォーム部材 8 2 を圧縮 した状態で密着するこ

とで、冷蔵室ダク ト装置 8 0 のシール接続部にシール強化の構造 （シール補

強構造）が形成される。以上のようなシール補強構造により冷蔵室ダク ト部

材 8 1 は、上下方向および前後方向にシール接続される。さらに、冷蔵室ダ

ク ト部材 8 の背面部にある冷蔵室ダク ト圧接シール部 8 3 a は、内箱 2 の

内箱圧接シール部 8 3 b にシール接続されている。冷蔵室ダク ト部材 8 の

前面は、冷蔵室ダク ト化粧板 8 6 でカバ一されている。

[0062] 冷蔵室ダク ト装置 8 0 の下面部は、前方に備えた爪形状の引っ掛け固定に

よるダク ト装置固定部 8 9 に固定されている。これにより冷蔵室ダク ト装置

8 0 と第 2 区画壁 4 2 との密着性が確保される。また、ダク ト装置固定部 8

9 の固定だけでは、冷蔵室ダク ト装置 8 0 の下面部の奥側の位置が安定 しな

い場合もある。これにより、冷蔵室ダク ト装置 8 0 の下面部奥側と区画壁板

部材 8 8 との接合部のシール性が不安定となることもある。

[0063] ここで、内箱 2 に一体に形成され、冷蔵室ダク ト装置 8 0 の上下位置を安

定化させる浮き上が り防止部 8 5 が設けられている。浮き上が り防止部 8 5

と冷蔵室ダク ト部材 8 とが接合することにより、冷蔵室ダク ト装置 8 0 の

下面部が浮き上がることがなく接合部の位置が安定する。従って、冷蔵室ダ

ク ト装置 8 0 とうち箱 2 との間のシール性を高めることができ外部への冷気

漏れを確実に防止することができる。浮き上が り防止部 8 5 はシール部の近

傍に配置されている。

[0064] 第 2 区画壁 4 2 の冷蔵室送風ダク ト4 8 a を形成する区画壁ダク ト部材 8



7 と区画壁板部材 8 8 の連結部とを一直線の面と面を接触させるのではなく

、図示したように、シール接続部の部材間の嵌合部を段差部形状の面で接触

させることにより、区画壁ダク ト部材 8 7 と区画壁板部材 8 8 の接触面間に

部品バラツキにより発生する隙を抑制することができる。また、部品間の接

触面積を増やすことでダク 卜の外側へ漏れ出す冷気をより確実に遮断するこ

とができ、シール性を確保することができる。

[0065] 冷蔵室 3 5 の温度の均一化を行うため冷蔵室ダク ト部材 8 の冷蔵室ダク

ト圧接シール部 8 3 a の形状は凹凸となっている。圧接シール部 8 3 a の凹

凸形状により、冷蔵室全体を包み込むように冷気が吐出される。冷蔵室ダク

ト圧接シール部 8 3 a とシールフォーム部材 8 2 によるシール構造とするフ

オーム部材シール部 8 4 の切替えを同一線上で連結せず、それぞれのシール

部を平行に配置 し、さらに平行にラップさせることで切替え部の接触距離を

十分に確保することができ、部品のバラツキや組立てバラツキも吸収できる

ので、シール性の向上を図ることができる。

[0066] また、内箱 2 の内箱圧接シール部 8 3 b に段差を設けることで、周辺部と

は異なる面であることを強調することができ、金型成型時にシール部の平面

精度の確保が容易になる。これにより、冷蔵室ダク ト圧接シール部 8 3 a と

の接触によるシール性の向上を図ることができる。

[0067] なお、上記種々の構造がそれぞれシール補強構造である。本実施の形態で

は、冷蔵室の奥部に配置される冷蔵室ダク ト装置 8 0 やこれに対応する内箱

2 の部分の形態によってシール補強構造の説明を行つたが、これに限定され

るわけではない。上記シール補強構造を切替室の奥部などにおいて用いても

良い。

[0068] また冷蔵室 3 5 内の下部には野菜室 6 4 が形成されている。野菜室 6 4 は

、前面に開閉蓋 6 4 a があり、前後方向に引出せる野菜ケース 6 4 b を備え

ている。なお、野菜室 6 4 はこのような構成以外に、上面に開口部を有し、

上面蓋で密閉できるボックスケース 6 5 を備えてもよい。

[0069] また野菜室 6 4 は、冷蔵室 3 5 の全幅寸法に合わせて形成されていてもよ



いが、本実施例の場合、野菜室 6 4 は冷蔵室 3 5 の全幅寸法よりも小さい寸

法で形成されている。野菜室 6 4 の横には自動製氷用の水を貯蔵する給水タ

ンク 5 3 が着脱可能に収納されている。給水タンク 5 3 に接続される給水配

管 5 5 が冷蔵室 3 5 から切替室 3 6 を通って冷凍室 3 7 まで延びている。給

水タンク 5 3 内の水は図示 しないモータによって吸上げられて給水配管 5 5

内に導かれる。

[0070] 切替室 3 6 は、冷凍温度帯に設定可能であり、近傍に配置される給水配管

5 5 内の水が凍る可能性もある。このため、給水配管 5 5 の外周には図示 し

ない凍結防止用 ヒータが巻かれている。また、給水配管 5 5 は内箱 3 3 とダ

ク ト装置 4 9 の間に配置されるので、ダク ト装置 4 9 の裏面に形成される凹

部 5 6 に給水配管 5 5 を埋設することで切替室 3 6 との断熱を図っている。

またダンパー装置 5 0 の配線やコネクタを収納する配線収納部 5 2 もダク ト

装置 4 9 の裏面に収納部 5 2 を設けて収納 してもよい。

[0071 ] 凹部 5 6 や配線収納部 5 2 を形成することで、給水配管 5 5 や配線に必要

な前後方向の収納空間を低減することができ、切替室 3 6 の内容積を確保で

きる。また凹部 5 6 や配線収納部 5 2 は、ダク ト装置 4 9 の冷蔵室送風ダク

ト4 8 a 、切替室送風ダク ト4 8 b 、そ して冷蔵室帰還ダク ト5 1 a が形成

されている部分にラップしないように反対側に構成されているので、断熱性

を損なうのを防止する。

[0072] また外箱 3 2 で、切替室 3 6 の背面に対応する位置には冷蔵庫 3 0 全体を

コン トロールする制御基板 6 6 が配置される。

[0073] また冷蔵室 3 5 の温度を検知する冷蔵室温度センサー 6 7 は冷蔵室戻 り口

3 5 b 内に設置され、切替室 3 6 の温度を検知する切替室温度センサー 6 8

は切替室戻 り口 3 6 c 内に設置されている。

[0074] 以上のように構成された冷蔵庫について、以下その動作、作用を説明する

[0075] 冷却室 4 3 の冷却器 4 4 で生成された冷気の一部はファン 4 6 によって前

方へ強制的に送風される。冷凍室 3 7 はカバー 4 5 の吐出口から吐出 した冷



気によって冷却される。冷気はカバ一 4 5 の下部に開口した戻り口を介して

冷却器 4 4 の下部に導かれ、冷却器 4 4 で熱交換され、再び新鮮な冷気がフ

アン4 6 によって循環を繰返す。これによつて冷凍室 3 7 は冷凍室センサ一

(図示しない）の制御で適温に冷却される。

[0076] またファン4 6 の上方に吐出された冷気は、カバ一 4 5 の冷気吐出口7 2

から第 1 区画壁 4 1 の連通孔を経て、ダク ト装置 4 9 に導かれる。そして冷

蔵室温度センサー 6 7 により室内温度が設定温度以上の時、ダンパー装置 5

0 の冷蔵室ダンバ一 5 0 a が開放されることにより、冷蔵室 3 5 に吐出され

る冷気は冷蔵室送風ダク ト4 8 a を通って冷蔵室の吐出口3 5 a から吐出さ

れ、室内を冷却する。循環した冷気は、冷蔵室 3 5 内の空気や貯蔵物に含ま

れる湿気を帯びた空気となって、戻り口3 5 b に導かれる。そして、冷気は

、ダク ト装置 4 9 の冷蔵室帰還ダク ト5 a を通ってカバ一 4 5 と冷却室 4

3 の背面壁とで構成される冷気戻り通路 7 を通る。次に冷気は、冷気帰還

口7 7 から冷却器 4 4 の下部に導かれて冷却器 4 4 と熱交換して、新鮮な冷

気が再びファンによって強制的に送風される。

[0077] ファン4 6 によって冷気を冷却器 4 4 に連通する冷蔵室送風ダク ト4 8 a

に強制送風させ、ダク ト装置 4 9 内の冷蔵室送風ダク ト4 8 a を通って冷蔵

室 3 5 へ冷気を吐出させ、また冷蔵室温度センサー 6 7 によって冷蔵室ダン

パー 5 0 a の開閉を制御するので、冷却器 4 4 から離れた位置にあっても、

冷蔵室 3 5 の室内を設定温度に制御することができる。

[0078] また、切替室温度センサー 6 8 により室内温度が設定温度以上の場合、ダ

ンパ一装置 5 0 の切替室ダンパー 5 0 b を開放し、切替室送風ダク ト4 8 b

を通って上部引出しケース 6 9 の上面開口部より高い位置に設けた切替室の

吐出口3 6 a から切替室 3 6 に冷気が吐出され、上部引出しケース 6 9 内に

冷気が導びかれる。また、下部引出しケース 7 0 の上面開口部より高い位置

に設けた吐出口3 6 b からも冷気が吐出され、上部引出しケース 6 9 の背面

壁を冷気の流れを規制するガイ ドとして作用させて下部引出しケース 7 0 内

に冷気を導入する。切替室 3 6 内を循環した冷気は戻り口3 6 c に導かれ、



切替室帰還ダク ト5 1 b を通って切替室帰還連通口 5 9 を通過 し、カバー 4

5 に形成された分流ダク ト7 6 を通って冷気帰還口 7 7 から冷却器 4 4 の下

部に導かれ冷却器 4 4 と熱交換 し、熱交換 した冷気が再びファンによって強

制的に送風される。

[0079] ファン 4 6 によって冷気を冷却器 4 4 に連通する切替室送風ダク ト4 8 b

に強制送風させてダク ト装置 4 9 内を通って切替室 3 6 へ冷気を吐出させ、

また切替室温度センサー 6 8 によって切替室ダンパー 5 0 b の開閉を制御す

るので、冷却器 4 4 から離れた位置にあっても、切替室 3 6 の室内を設定温

度に制御することができる。

[0080] ダク ト装置 4 9 内では、冷蔵室送風ダク ト4 8 a と切替室送風ダク ト4 8

b と冷蔵室帰還ダク ト5 a とが上下方向に延びて左右横並びに配置され、

切替室帰還ダク ト5 b は冷蔵室帰還ダク ト5 a の前方に形成されている

[0081 ] したがってダク ト装置 4 9 の幅方向のほぼ中心位置に冷蔵室送風ダク ト4

8 a と切替室送風ダク ト4 8 b とが配置され、一側に冷蔵室帰還ダク ト5

a と切替室帰還ダク ト5 b を断熱箱体 3 に対 して前後方向に配置された

ので、他側に給水タンク 5 3 に接続する給水配管 5 5 と配線収納部 5 2 が配

置されるので切替室 3 6 後方の無効空間となるダク ト装置 4 9 と内箱 3 3 間

の距離を小さくすることができ、切替室 3 6 の奥行き寸法を大きく確保でき

る。

[0082] また冷蔵室送風ダク ト4 8 a は、切替室 3 6 のダク ト装置 4 9 内から冷蔵

室 3 5 内の分岐路 6 3 に至るまで、ほぼ垂直方向にダク 卜が形成されるので

、ダク ト内の風路抵抗を低減 し冷蔵室 3 5 への風量を確保できる。

[0083] また発泡断熱材 3 4 が充填されて、第 1 区画壁 4 と第 2 区画壁 4 2 は断

熱箱体 3 1 に形成され、その後、第 1 区画壁 4 1 と第 2 区画壁 4 2 との間で

、切替室 3 6 の背面にダク ト装置 4 9 が配置されることで、切替室 3 6 のダ

ク ト構成を簡単に形成することができる。

[0084] 切替室 3 6 は一 1 8 °Cの冷凍温度帯から4 °Cの冷蔵温度帯まで設定温度を



切替ることができる。これは、切替室ダンパー 5 0 b の開度率を設定温度に

応じて制御することで実現できる。

[0085] 特に切替室 3 6 の設定温度が冷蔵温度よりも低い温度帯に設定された場合

、切替室の吐出口3 6 a 、3 6 b から吐出された冷気は、戻り口3 6 c を通

つて切替室帰還ダク ト5 b 内に導かれる。冷蔵室帰還ダク ト5 a を通る

冷気は、切替室帰還ダク ト5 b を通る冷気よりも温度が高いため、冷蔵室

帰還ダク ト5 a のダク ト表面に結露が発生する虞があり、特に低外気温度

の場合、結露が凍結する可能性がある。また、結露水が冷蔵室帰還ダク ト5

a 内を流れ、戻り通路 7 1 で凍結する可能性もある。このため冷蔵室帰還

ダク ト5 a に貼付したアルミ箔ヒータ 5 7 で加温することで発生した結露

水を蒸発させて、ダク ト内の凍結を防止することができる。

[0086] また冷気戻り通路 7 の上流部分で分流ダク ト7 6 により冷気を分流し混

ざらないようにすることで、冷蔵室帰還ダク ト5 a を通過 してきた冷気が

下方へ流れず、切替室帰還連通口5 9 へ逆流し、ダク ト装置 4 9 の切替室戻

り口3 6 c から切替室 3 6 内へ逆流するのを防止する トラップ機能を発揮で

き、逆流防止ダク トとして作用し、冷蔵室戻り冷気が切替室帰還連通口5 9

を通って切替室戻り口3 6 c から切替室 3 6 へ逆流するのを阻止し、切替室

3 6 を効率よく適温に冷却でき、また結露等を防止できる。

[0087] また除霜ヒータ4 7 の端部は、投影面で、冷却器 4 4 の一端部からはみ出

し、冷気帰還口7 7 内を通って冷気戻り通路 7 1 内に延在 して配置されてい

るので、除霜時に、ヒータ熱で戻り通路 7 1 内を加熱できるので、結露や凍

結を改善し防止することができ信頼性を高めることができる。

[0088] 冷蔵室帰還ダク ト5 a と切替室帰還ダク ト5 b は切替室 3 6 や冷蔵室

3 5 よりも温度帯の低い冷凍室 3 7 領域を通って冷却器 4 4 の下方に連通す

るので、冷凍室 3 7 の温度帯よりも戻り冷気温度が最も高い冷蔵室帰還ダク

ト5 1 a を冷凍室 3 7 から離れた位置に配置 した方が冷蔵室帰還ダク ト5

a 内が冷やされて結露の発生、さらには冷蔵室帰還ダク ト5 a 内の凍結の

虞を低減できる。



[0089] したがって冷凍室 3 7 の温度に近い温度から冷蔵室温度に近い温度まで設

定可能な切替室 3 6 の切替室帰還ダク ト5 b を冷蔵室帰還ダク ト5 1 a の

前方に配置することで、冷蔵室帰還ダク ト5 a 内の結露や凍結を低減でき

る。

産業上の利用可能性

[0090] 以上のように、本発明にかかる冷蔵庫は、家庭用又は業務用冷蔵庫に対し

ても適用できる。

符号の説明

3 0 冷蔵庫

3 5 冷蔵室

3 6 切替室

3 7 、 せ 去

4 1 第 1 区画壁

4 4 冷却器

4 5 カバー

4 6 ファン

4 7 除霜ヒータ

4 8 送風ダク ト

4 8 a 冷蔵室送風ダク ト

4 8 b 切替室送風ダク ト

4 9 ダク ト装置

5 0 ダンパー装置

5 1 a 冷蔵室帰還ダク ト

5 1 b 切替室帰還ダク ト

5 8 冷蔵室帰還連通口

5 9 切替室帰還連通口

7 1 戻り通路

7 6 分流ダク ト



冷蔵室 ダク ト装置

冷蔵室 ダク ト部材

シ一ル フォーム部材

a 冷蔵室 ダク ト圧接 シール部

b 内箱圧接 シール部

フォーム部材 シール部

浮 き上が り防止部

冷蔵室 ダク 卜化粧板

区画壁 ダク ト部材

区画壁板部材

ダク ト装置固定部



請求の範囲

[請求項 1] 冷蔵室 と冷凍室 とを上下に区画す る仕切体 と、前記冷凍室の後方に

配置 され る冷却室 とを有 し、前記冷却室には冷気を生成す る冷却器 と

、前記冷却器の上部に配置 され生成 された冷気を前記冷蔵室 と前記冷

凍室へ強制的に送風す るファンとが収納 され、前記 ファンによって送

風 され る冷気を前記冷蔵室〜案内す る冷蔵室送風 ダク 卜と、前記冷蔵

室内に吐出 された冷気を前記冷却室に帰還 させ る冷蔵室帰還 ダク 卜と

を有す るダク ト装置 とを備 えた冷蔵庫であって、

前記 ダク ト内の冷気が外部に漏れないように前記 ダク ト装置 と他の

部材 とを接続 してシールす るシール接続部にシール を補強す るシール

補強構造 を備 えた ことを特徴 とす る冷蔵庫。

[請求項2] 前記 シール補強構造は、ダク ト装置背面に設 けられ、ダク ト装置 を

上下位置で安定化 させ る上下位置安定化構造であることを特徴 とす る

請求項 1 に記載の冷蔵庫。

[請求項3] 前記 シール補強構造は、複数部材 によって構成 され るシール接続部

の部材間の嵌合部 を、段差部形状で構成 され る構造であることを特徴

とす る請求項 1 に記載の冷蔵庫。

[請求項4] 前記 シール補強構造は、ダク ト装置 と内箱のシール接続部において

、シール部材 を用 いたシール接続部 と圧接によるシール接続部 を平行

にラップさせ る構造であることを特徴 とす る請求項 1 に記載の冷蔵庫

[請求項5] 前記 シール補強構造は、ダク ト装置 と内箱のシール接続部において

、内箱のシール接続部に段差部 を設 けた構造であることを特徴 とす る

請求項 1 に記載の冷蔵庫。
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